
年

中

各（咸
豊
六
年
）

3
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梅
木
哲
人
氏
は
、
『
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
』
第
四
巻
の
巻
頭

旬6
 
豊咸
目
録
が
と
ら
れ
た
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

座当濃コし―-＝
 
I
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日月各中年

に
「
日
記
」
と
の
み
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

評
定
所
書
類
目
録
』
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
は
単

中
各
月
日
記
」
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
の
『
旧
琉
球
藩

る
番
号
も
同
じ
よ
う
に
処
理
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

表
紙
に
付
さ
れ
て
い

を
内
務
省
が
整
理
す
る
時
に
「
年
中
各
月
日
記
」
と
処
理
し
、

『
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
』
第
十
一
巻
所
収
の
「
千
五
百
四

+
」
の
解
題
に
、
高
良
倉
吉
氏
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
文
書

本
巻
所
収
の
評
定
所
文
書
「
千
五
百
四
十
一
」
の
標
題
「
年

に
か
か
わ
る
帳
当
座
の
日
記
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

と
あ
り
、
左
下
に
「
帳
当
座
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
御
物
奉
行

と
の
み
記
さ
れ
、
右
側
に
「
咸
豊
六
年
丙
辰
正
月
分
十
二
月
迄
」

日
記
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
原
本
に
は
表
紙
の
中
央
に
「
日
記
」

収
録
し
て
い
る
「
千
五
百
四
十
一
」
の
標
題
は
、
「
年
中
各
月

解

題

さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

の
重
要
性
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
行
政
上
度
々
参
照

各
頁
ご
と
に
「
法
司
之
印
」
が
割
印
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
そ

の
行
な
う
琉
球
内
政
上
の
公
式
の
記
録
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。

し
た
が
っ
て
こ
の
「
日
記
」
（
「
千
五
百
四
十
」
）
は
評
定
所

各
方
面
に
伝
達
さ
れ
た
書
状
で
あ
る
。

日
記
に
書
写
さ
れ
て
い
る
評
定
所
の
書
類
は
下
御
座
か
ら

べ
て
い
る
。
即
ち
、

て
い
る
が
、
本
来
両
者
に
は
差
が
あ
っ
た
こ
と
を
梅
木
氏
は
述

い
る
。
整
理
に
あ
た
っ
て
は
両
者
を
同
じ
レ
ベ
ル
で
取
り
扱
っ

中
各
月
日
記
」
と
目
録
を
と
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て

て
書
写
さ
れ
て
い
る
た
め
、
内
務
省
は
整
理
に
あ
た
っ
て
、
「
年

れ
て
い
る
。
両
者
と
も
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
、
日
付
を
追
っ

所
の
前
記
目
録
で
は
共
に
「
年
中
各
月
日
記
」
と
標
題
が
付
さ

巻
に
収
録
し
て
い
る
「
千
五
百
四
十
一
」
も
、
東
大
史
料
編
纂

い
て
論
じ
て
い
る
。
第
十
一
巻
所
収
の
「
千
五
百
四
十
」
も
本

五
百
四
十
」
）
と
「
帳
当
座
日
記
」
（
「
千
五
百
四
十
こ
）
に
つ

論
考
「
評
定
所
の
機
構
と
評
定
所
文
書
」
で
「
各
月
日
記
」
（
「
千

3
 



ら
始
ま
り
、
「
四
百
六
十
九
」
で
終
わ
っ
て
い
る
。
四
六
九
の
文

付
さ
れ
た
数
字
と
対
応
し
て
い
る
。
朱
書
の
数
字
は
「
壱
」
か

に
は
漢
数
字
で
朱
書
の
番
号
が
付
さ
れ
、

そ
の
番
号
は
本
文
に

「
千
五
百
四
十
一
」
の
「
日
記
」
（
「
帳
当
座
日
記
」
）
の
表
紙

を
開
く
と
、
「
咸
豊
六
年
丙
辰
正
月

5
十
二
月
迄
日
記
目
録
」
の
見

出
し
の
つ
い
た
収
録
文
書
の
目
録
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
目
録

「
各
月
日
記
」
が
重
要
視
さ
れ
て
い
た
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

押
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
「
千
五
百
四
十
」
の

二
司
官
等
の
名
前
の
連
記
が
な
い
上
に
、
各
頁
ご
と
の
割
印
も

と
当
番
の
申
口
、
御
物
奉
行
吟
味
役
の
名
が
連
記
さ
れ
て
い
る

の
に
対
し
、
「
帳
当
座
日
記
」
で
あ
る
「
千
五
百
四
十
一
」
に
は

し
て
い
る
が
、
「
千
五
百
四
十
」
の
内
表
紙
に
は
月
番
三
司
官
名

に
は
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
「
年
中
各
月
日
記
」
と
標
題
を
付

「
千
五
百
四
十
」
（
「
各
月
日
記
」
）
も
「
千
五
百
四
十
一
」
（
「
帳

当
座
日
記
」
）
も
、
『
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
』
に
収
録
す
る
際

月
日
記
」
の
方
が
重
要
視
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

当
座
日
記
」
も
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
割
印
は
な
い
の
で
「
各

内
政
上
の
文
書
を
綴
っ
た
も
の
と
し
て
「
廻
文
」
や
「
帳

逗
留
仏
人
の
こ
と
、
川
筋
の
管
理
に
関
す
る
三
司
官
の
指
示
、

護
の
立
場
か
ら
の
石
取
用
船
・
水
取
用
船
の
作
事
制
限
の
こ
と
、

り
の
こ
と
、
薩
摩
役
人
が
猟
に
行
く
際
の
宿
の
手
配
、
山
林
保

大
和
旅
の
費
用
の
こ
と
、
身
元
不
明
の
死
人
や
死
骸
引
き
取

し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

に
記
載
さ
れ
て
い
る
文
書
の
中
味
を
い
く
つ
か
適
宜
に
拾
い
出

情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。
「
帳
当
座
日
記
」

あ
る
日
記
と
な
っ
て
お
り
、
利
用
の
仕
方
に
よ
っ
て
は
豊
富
な

時
の
琉
球
王
府
の
内
政
面
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
価
値

「
帳
当
座
日
記
」
に
は
、
雑
多
な
文
書
が
入
っ
て
お
り
、
当

り
は
多
い
文
書
が
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

な
い
。
目
録
に
つ
い
て
い
る
最
後
の
番
号
「
四
百
六
十
九
」
よ

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
筈
だ
が
、
番
号
が
付
さ
れ
て
い

は
両
者
の
文
書
と
は
中
味
が
異
な
っ
て
お
り
、
当
然
番
号
が
付

し
て
お
り
、
「
四
百
壱
」
の
番
号
が
欠
落
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ

さ
れ
て
い
る
数
字
を
追
っ
て
い
く
と
、
「
二
百
五
十
四
」
が
重
複

書
が
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
が
、
し
か
し
文
書
に
付

く
。
ま
た
、
「
二
百
八
十
一
」
と
「
二
百
八
十
二
」
の
間
の
文
書

4
 



年中各月日記（帳当座、咸豊6年）

書
が
七
点
程
あ
る
。
そ
の
中
の
一
っ
「
二
百
五
十
五
」
の
番
号

「
帳
当
座
日
記
」
（
「
千
五
百
四
十
一
」
）
に
は
硫
黄
に
関
す
る
文

の
で
取
り
上
げ
て
当
時
の
状
況
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

て
い
る
と
い
う
文
書
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
興
味
を
ひ
か
れ
た

如
古
村
に
移
さ
れ
、
我
如
古
の
人
々
の
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
し

異
国
人
の
逗
留
に
よ
り
硫
黄
の
精
製
場
が
宜
野
湾
間
切
の
我

分
か
る
。

に
要
し
た
費
用
の
こ
と
等
々
の
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
が

里
間
切
の
仕
明
地
の
こ
と
、
道
の
島
に
流
刑
さ
れ
た
人
の
護
送

た
豚
の
こ
と
、
賊
戦
に
逢
い
盗
取
ら
れ
た
船
具
類
の
目
録
、
大

間
切
住
民
の
逃
走
の
こ
と
、
倹
約
に
つ
い
て
、
風
気
に
か
か
っ

射
撃
練
習
の
こ
と
、
漆
種
子
蒔
入
の
仕
様
に
つ
い
て
、
宜
野
湾

芋
虫
の
異
常
発
生
と
そ
の
駆
除
の
こ
と
、
小
禄
間
切
に
お
け
る

こ
と
、
薩
摩
役
人
の
宿
替
え
に
つ
い
て
、
蘇
鉄
植
付
け
の
こ
と
、

え
て
の
船
の
装
備
の
こ
と
、
風
水
と
村
の
盛
衰
の
こ
と
、
漂
流

朝
鮮
人
の
保
護
に
要
し
た
費
用
の
こ
と
、
庖
癒
と
そ
の
対
策
の

つ
い
て
の
注
意
、
間
切
の
窮
状
に
つ
い
．
て
の
こ
と
、
賊
船
に
備

硫
黄
の
精
製
の
こ
と
、
帰
唐
船
の
荷
物
陸
上
げ
の
時
の
抜
卸
に

間
切
へ
の
伝
達
は
取
納
奉
行
の
担
当
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

の
意
国
を
伝
え
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
。

そ
の
日
の
う
ち
に
、
所
轄
の
取
納
奉
行
に
浦
添
間
切
へ
評
定
所

取
納
奉
行

宮
平
親
方

辰
六
月
十
六
日

右
通
有
之
候
間
無
間
違
相
達
候
様
可
被
申
渡
候
。
以
上
。

御
物
奉
行

亀
川
親
雲
上

辰
六
月
十
六
日

場
所
‘
¢
詰
居
候
役
;
井
持
越
候
者
共
ね
致
通
達
候
様
、
浦
添

村
;
掟
頭
f
辻
;
ね
遠
目
附
置
異
国
人
行
来
候
ハ
ヽ
、
早
速
右

明
十
七
日
牧
湊
紅
南
表
之
洞

5
我
如
古
村
に
硫
黄
持
越
被
仰

付
候
処
、
異
国
人
目
二
懸
リ
候
る
ぇ
差
障
候
間
、
通
路
筋
之

間
切
ね
可
申
渡
旨
取
納
奉
行
に
可
被
申
渡
候
。
以
上
。

見
里
親
雲
上

大
田
親
雲
上

評
定
所
の
担
当
か
ら
御
物
奉
行
に
文
書
が
発
っ
せ
ら
れ
用
務

の
指
示
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
御
物
奉
行
（
宮
平
親
方
）
は

の
つ
い
た
文
書
を
抜
き
出
す
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

5
 



精
製
場
の
あ
る
宜
野
湾
間
切
我
如
古
村
ま
で
の
運
出
し
に
も

黄
洞
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
。

が
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
近
辺
の
洞
窟
は
「
硫

よ
う
に
な
っ
た
。
牧
湊
旺
近
く
に
は
洞
窟
が
あ
り
、

そ
の
洞
窟

留
の
結
果
で
あ
る
。

て
い
た
、
と
い
う
。
異
国
人
の
逗
留
で
泊
辺
で
の
貯
蔵
・
精
製

が
で
き
な
く
な
り
、
生
硫
黄
の
貯
蔵
に
は
牧
湊
が
利
用
さ
れ
る

硫
黄
の
焼
調
い
わ
ゆ
る
精
製
は
、
も
と
も
と
泊
辺
で
行
わ
れ

と
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
硫
黄
の
精
製
場
の
移
設
も
異
国
人
逗

響
も
多
々
あ
っ
た
こ
と
が
、
『
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
』
を
読
む

異
国
人
の
逗
留
に
よ
っ
て
琉
球
王
府
の
内
政
面
に
与
え
た
影

の
文
書
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

切
宛
へ
の
指
示
を
与
え
た
文
書
で
あ
る
。
御
物
奉
行
を
経
由
す

る
各
間
切
宛
へ
の
指
示
は
取
納
奉
行
が
行
っ
た
こ
と
が
そ
れ
ら

納
奉
行
に
な
っ
て
い
る
文
書
が
結
構
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。
間

こ
と
が
で
き
な
い
。
「
帳
当
座
日
記
」
に
は
、
最
後
の
宛
先
が
取

だ
が
、

ど
の
よ
う
に
伝
え
た
か
そ
の
方
法
は
文
書
か
ら
は
知
る

る
。
取
納
奉
行
は
決
め
ら
れ
た
方
法
で
浦
添
間
切
に
伝
え
た
筈

の
情
報
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
利
用
の
仕
方
に
よ
っ
て
は
い
ろ

い
ろ
と
料
理
で
き
る
も
の
と
思
う
。

（
金
城
功
）

雑
多
な
文
書
が
収
め
ら
れ
て
い
る
「
帳
当
座
日
記
」
は
、
多
く

興
味
の
お
も
む
く
ま
ま
に
硫
黄
の
こ
と
を
取
り
上
げ
た
が
、

硫
黄
精
製
場
設
置
に
と
も
な
う
公
害
と
云
う
こ
と
に
な
る
。

を
き
た
し
て
い
る
旨
の
訴
え
が
な
さ
れ
て
い
る
。
今
で
い
え
ば

硫
黄
の
洗
い
水
が
田
畠
に
流
れ
落
ち
、
作
物
の
栽
培
に
支
障

の
人
々
の
生
活
に
ふ
り
か
か
っ
て
き
た
こ
と
に
な
る
。

六
年
（
咸
豊
六
年
）
頃
に
な
る
と
、
硫
黄
精
製
の
悪
影
響
が
村

我
如
古
村
に
移
し
た
こ
と
に
な
る
。
十
年
を
経
過
し
た
一
八
五

ル
カ
ー
ド
が
逗
留
し
て
い
た
。
彼
等
の
目
を
さ
け
て
精
製
場
を

ル
ハ
イ
ム
が
家
族
と
共
に
来
琉
し
て
お
り
、
仏
国
の
宣
教
師
フ
ォ
ー

に
は
記
さ
れ
て
い
る
。

一
八
四
六
年
は
英
国
の
宣
教
師
ベ
ッ
テ

年
）
以
降
だ
と
、
「
帳
当
座
日
記
」
の
「
三
百
八
十
七
」
の
文
書

と
に
な
る
。
我
如
古
村
で
の
硫
黄
の
精
製
は
一
八
四
六
年
（
午

と
い
う
指
示
を
取
納
奉
行
が
受
け
て
浦
添
間
切
へ
指
示
し
た
こ

監
視
人
を
配
置
し
て
、
異
国
人
の
目
に
触
れ
さ
せ
な
い
よ
う
に

異
国
人
の
目
を
気
に
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
辻
々
に
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